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い
つ
も
応
援
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
会
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
僻

地
・
無
医
村
で
16
村
を
巡
回
し
、

村
民
の
〝
命
〞
を
育
み
、
夢
を

繋
ぐ
活
動
を
一
緒
に
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
①
手
洗
い
の

推
進
と
正
し
い
う
が
い
の
仕

方
、
歯
磨
き
交
換
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
ト
イ
レ
設
置
な
ど
の
保
健

衛
生
啓
蒙
活
動
②
有
機
野
菜
を

栽
培
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー

デ
ン
を
行
い
、「
生
き
る
・
活

き
る
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
学
校
へ
通

っ
て
い
た
と
き
鉛
筆
や
消
し
ゴ

ム
を
持
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　
２
０
１
５
年
か
ら
農
村
部
へ

の
巡
回
診
療
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
学
校
に
は
授
業
の
時
間
を

割
き
た
く
な
い
た
め
、
関
与
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
に
も
関
わ
る
必
要

性
を
感
じ
、
２
０
２
２
年
10
月

ご
ろ
か
ら
数
校
と
協
働
で
巻
き

爪
に
な
ら
な
い
爪
切
り
の
方
法

や
、
デ
ン
グ
熱
の
予
防
法
な
ど

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
ヤ
ジ
村
に
は
幼
稚
園
か
ら

高
校
ま
で
約
３
７
０
人
の
児
童

生
徒
が
い
ま
す
。「
小
学
４
、５

年
生
に
葉
タ
バ
コ
の
害
に
つ
い

て
話
し
て
欲
し
い
」
と
先
生
か

ら
要
望
が
あ
り
、
知
識
レ
ベ
ル

を
知
る
た
め
の
前
テ
ス
ト
、
授

業
の
理
解
度
を
知
る
た
め
の
後　　

テ
ス
ト
を
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
私
は
そ
の
結
果
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
鉛
筆
の
あ
ま

り
の
短
さ
と
、
消
し
ゴ
ム
を
持

っ
て
い
る
生
徒
が
２
ク
ラ
ス
合

わ
せ
て
た
っ
た
５
人
だ
っ
た
こ

と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
教
育
を
行
う
前
に
教
育
環

境
の
整
備
も
必
須
で
あ
る
と
、

実
感
し
た
の
で
す
。

　
当
会
は
全
校
生
約
３
７
０
人

と
新
学
期
の
新
入
生
を
含
め
、

全
員
に
必
要
な
文
房
具
を
配
給

す
る
こ
と
を
決
め
、
ま
ず
、
小

学
５
年
生
全
員
に
鉛
筆
２
本
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
１
本
、消
し
ゴ
ム
、

分
度
器
、
定
規
を
各
々
の
名
前

を
記
載
し
た
筆
箱
に
入
れ
、
２

月
末
試
験
終
了
日
に
渡
し
ま
し

た
。
ほ
ん
と
う
に
喜
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
全
学
年
分
を
配

布
す
る
予
定
で
す
。
約
40
万
円

か
か
り
ま
す
。
こ
の
ガ
ヤ
ジ
村

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
文
房
具
を

支
援
し
た
い
と
い
う
方
は
、
ぜ

ひ
、
応
援
を
こ
ち
ら
に
！

　
事
務
局
　
東
京
都
荒
川
区
東

尾
久
８
―
41
―
23 

☎
Ｆ
Ａ
Ｘ 

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

E-mail:myanmarfcg.info@
gmail.com
HP:http://mfcg.or.jp/
FB:https://www.faceboo
k.com/mfcg.or.jp

【
こ
の
記
事
は
清
興
建
設
提
供
】

　
訂
正
　
３
月
号
の
同
会
の
記

事
で
「
２
０
１
８
年
に
サ
イ
ク

ロ
ン
被
害
を
受
け
た
」
と
あ
っ

た
の
は
「
２
０
０
８
年
」
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
ま
す
。

（48）

ガ
ヤ
ジ
村
の
子
ど
も
た
ち
に
文
房
具
を

代
表
理
事　

名
知
仁
子会からの文房具の配

給に喜ぶ子どもたち

朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集

書きそんじハガキで
アジア寺子屋支援

鎌倉ユネスコ協会バザー
５月14日10 時～ 14 時
場所：鎌倉ユネスコ協会深沢
倉庫（深沢中学へ上る手前の信
号右折の長屋）。毎月第２日曜、
雨天開催。※献品受付：衣類・
着物・雑貨・支援用食糧品。
問合せ：☎44‐9830

未使用切手・プリペイドカードなども
受付中。送付先：〒247- 0075 鎌倉市
関谷387-13 鎌倉ユネスコ協会書き
そんじハガキ担当小倉宛。
問合せ：☎080‐6602‐9498 ★市の施
設等に書きそんじ回収BOXを設置

引
き
潮
に
姿
を
見
せ
る
和
賀
江
嶋
青
磁
の
欠
片
華
や
ぎ
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

　
地
名
が
効
果
的
。
実
朝
時
代
の
華
や
ぎ
と
悲
哀
が
印
象
的
に
。

静
か
な
る
谷
戸
の
空
気
を
か
き
乱
し
ピ
ー
ポ
ピ
ポ
ギ
ュ
イ
画
眉
鳥

の
啼
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
美
根
子

　
画
眉
鳥
の
や
か
ま
し
さ
の
よ
く
出
た
擬
声
語
が
お
も
し
ろ
い
。

山
に
地
に
千
紫
万
紅
春
闌
け
て
生
け
る
も
の
み
な
天
を
仰
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
春
の
華
や
か
さ
と
命
の
勢
い
が
よ
く
出
た
。
漢
語
も
効
い
た
。

メ
ダ
カ
群
れ
ア
メ
ン
ボ
は
描
く
水
の
輪
を
池
に
も
春
は
動
き
始
め

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

江
ノ
電
の
海
の
ホ
ー
ム
に
声
あ
ふ
れ
改
札
口
に
白
涛
見
ゆ
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

記
念
書
展
が
追
悼
書
展
に
か
わ
り
た
り
図
録
に
た
ど
る
師
の
筆
の

あ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

盗
む
刺
す
殺
す
う
ち
取
る
憤
死
す
る
戦
に
あ
ら
ず
野
球
の
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

雪
深
き
奥
会
津
の
地
に
守
ら
れ
し
紙
雛
流
す
祈
り
を
こ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

し
な
や
か
な
緑
の
草
を
踏
み
し
め
て
春
の
散
歩
の
爽
や
か
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

楽
し
く
て
ま
た
嬉
し
く
て
し
や
ぼ
ん
玉
追
ひ
か
け
転
ぶ
一ひ

と
つ歳
の
子

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

百
歳
の
嫗お

う
な

が
塀
に
は
び
こ
り
し
草
を
き
れ
い
に
と
っ
て
く
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
裕
美
子

〈
天
〉旅
先
の
不
意
打
め
き
し
余
寒
か
な
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
誰
で
も
経
験
し
て
い
る
。
一
句
に
す
る
と
平

凡
に
な
っ
て
し
ま
う
が
こ
の
句
は
内
容
と
季
題
が
効
い
て
い
た
。

〈
地
〉
手
折
り
た
る
馬
酔
木
一
房
風
つ
れ
て
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
花
の
写
生
が
よ
く
で
き
て
い
る
。
下
五
が
余
韻
が
あ
る
。

〈
人
〉
そ
っ
と
手
に
載
せ
て
み
た
し
や
落
椿
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

　
本
当
に
落
椿
を
愛
し
て
い
る
人
の
作
品
。
大
事
に
し
た
い
心
持

ち
が
全
体
に
で
て
い
た
。

う
ぐ
ひ
す
や
ひ
ね
も
す
雨
の
雑
木
山
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

　
上
五
の
切
れ
字
が
一
句
を
引
き
出
し
て
い
た
。
省
略
が
う
ま
く

さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
像
も
見
え
て
き
た
。

谷
戸
摘
み
の
土
筆
煮
こ
こ
に
母
の
味
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
土
筆
は
正
に
母
の
味
。
高
浜
家
の
土
筆
は
松
山
流
で
あ
っ
た
が
。

　
誰
彼
と
呼
ぶ
声
の
す
る
春
満
月
　
　
　
　
植
木
　
風
間
　
玲
子

　
春
の
月
は
あ
る
が
、
春
満
月
と
し
て
臨
場
感
が
生
ま
れ
た
。
や

は
り
春
の
気
持
ち
は
伝
わ
っ
て
き
た

大
谷
や
熱
狂
日
本
我
が
春
よ
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
森
田
　
　
孝

ひ
と
雨
に
色
濃
く
し
た
る
春
の
山
　
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

一
山
は
ひ
よ
ど
り
の
領
時
頼
忌
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

花
吹
雪
巻
き
込
ま
れ
ん
と
風
を
待
つ
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

春
の
海
赤
い
指
輪
を
見
付
け
た
り
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

江
の
島
の
磯
あ
を
あ
を
と
春
の
潮
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

欅
道
日
毎
緑
の
彩
深
む
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

落
慶
の
間
近
き
鳥
居
下
萌
ゆ
る
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

夜
毎
聴
く
春
愁
の
弦
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
　
　
材
木
座
　
有
野
　
冬
花

静
寂
の
や
ぐ
ら
に
群
れ
る
黒
き
蝶
　
　
　
　
岡
本
　
浅
野
　
勝
司

春
半
ば
親
子
で
挑
む
逆
上
が
り
　
　
　
　
逗
子
市
　
濱
野
八
十
一

土
手
桜
水
に
迎
っ
て
枝
垂
れ
お
る
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

卓
上
に
旅
行
ガ
イ
ド
の
春
炬
燵
　
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

大
仏
や
抹
茶
に
憩
う
花
の
昼
　
　
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

♪
シ
ャ
ン
ソ
ン
生
徒
募
集
♪

少
人
数
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン

第
１
・
第
３
金
曜
10
時
半
〜

藤
沢
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

指
導
は
元
宝
塚
・
こ
の
み
し
ま

tomoko7san@gmail.com

０
９
０
・
６
１
１
１
・
７
９
２
３

●
草
野
啓
利
　
暮
ら
し
を
彩
る

ガ
ラ
ス
展
　
６
月
30
日
ま
で
、

小
町
通
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆

堂（
日
曜
定
休
）
。
涼
や
か
な

吹
き
ガ
ラ
ス
の
グ
ラ
ス
や
皿
、

花
入
れ
な
ど
約
70
点
を
展
示
販

売
。
☎
22
・
３
７
６
９

●
朝
市
　
▽
腰
越
漁
協
５
月

４
・
18
日
10
時
、
腰
越
漁
協
事

務
所
前
。
☎
32
・
４
７
４
３

▽
鎌
倉
漁
協
５
月
７
日
10
時
、

鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
駐
車
場
。

☎
22
・
３
４
０
３

●
公
園
で
太
極
拳

　
５
月
６
日
10
時
、
鎌
倉
中
央

公
園
。
小
１
以
上
。
無
料
。
市

公
園
協
会
☎
45
・
２
７
５
０

●
鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し
　

〇
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

５
月
６
・
27
日
十
二
所
果
樹
園
、

13
日
東
勝
寺
跡
、
17
日
浄
光
明

寺
、
20
日
光
則
寺
。
各
９
時
半

集
合
。
▽
古
都
鎌
倉
の
緑
と
歴

史
探
訪
「
源
実
朝
と
大
江
広
元

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
」
24
日

９
時
半
。
▽
お
話
サ
ロ
ン
27
日

14
時
。
花
リ
ン
ド
ウ
と
鎌
倉
ゆ

か
り
の
高
貴
な
桜
の
話
。
☎

23
・
６
６
２
１

●
バ
ラ
の
ガ
ー
デ
ン
・
オ
ー
プ

ン
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
　
５
月
27
・

28
日
10
〜
15
時
、（
12
〜
13
時
除

く
）栂
野
邸
（
鎌
倉
市
大
町
２

―
８
―
15 

）。
茶
菓
付
き
５
百

円
、
中
学
生
以
下
無
料
。
収
益

は
寄
付
。
栂
野
方
☎
０
９
０
・

６
５
６
６
・
１
６
５
１

●
旧
川
喜
多
邸
別
邸
（
旧
和
辻

邸
）
特
別
公
開
　
５
月
３
〜
７

日
。
☎
23
・
２
５
０
０

た
前
提
で
教
授
が
授
業
を
進
め

る
た
め
予
習
が
必
須
で
す
。
予

習
し
な
く
て
も
授
業
は
乗
り
切

れ
ま
す
が
、
他
の
学
生
が
発
言

を
述
べ
る
中
、
１
時
間
半
の
授

業
中
、
発
言
で
き
ず
理
解
で
き

な
い
と
き
は
情
け
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
学
生
は
皆
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
準
備
を
必
死

に
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ
ー
ヘ

イ
ブ
ン
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例

会
に
こ
れ
ま
で
に
２
回
参
加

し
、
昨
年
11
月
の
例
会
で
卓
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
で
の
経
験
や

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
事
業
を
立

ち
上
げ
た
経
験
、
現
在
の

学
び
が
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
に
結
び
つ
く
か
等
を

話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
が
来
期
に
受

講
す
る
授
業
の
講
師
（
現

在
ヨ
ル
ダ
ン
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

経
営
）
が
、
過
去
に
同
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
奨
学

生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知

り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
を
通
じ
た
接

点
を
感
じ
、
財
団
の
皆
様
か
ら

様
々
な
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
イ
エ
ー
ル
大
学
の
13
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
（
専
門
職
大
学
院
）
の
中
の

ジ
ャ
ク
ソ
ン
国
際
情
勢
大
学
院

で
、
私
は
公
共
政
策
・
途
上
国

開
発
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
１

学
年
35
人
と
他
大
学
院
の
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
比
べ
る
と
小
規
模

で
す
が
、
国
際
志
向
の
高
い
学

生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
ア
フ
リ
カ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
後
、
米
国
の
国
土
安
全

保
障
省
で
勤
務
し
て
い
た
米
国

人
、
豪
州
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
出
身
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
転
身

し
た
い
豪
州
人
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
現
役
外

交
官
、
シ
リ
ア
出
身
の
人
権
活

動
家
な
ど
15
カ
国
か
ら
の
学
生

で
す
。
日
本
人
は
私
一
人
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
仕
事
を
し
て
き

た
東
南
ア
ジ
ア
で
の
事
業
立
ち

上
げ
の
経
験
も
糧
に
、
存
在
感

を
出
せ
る
よ
う
心
が
け
て
授
業

に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
今
、
苦
労
し
て
い
る
点
は
膨

大
な
課
題
を
こ
な
す
こ
と
。
米

国
の
大
学
院
は
課
題
が
多
い
こ

と
で
有
名
で
す
が
、
米
国
人
学

生
で
さ
え
予
想
以
上
の
課
題
量

で
大
変
な
様
子
が
窺
え
ま
す
。

特
に
少
人
数
の
セ
ミ
ナ
ー
形
式

の
授
業
で
は
、
課
題
を
こ
な
し

　
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
た
め
に

２
０
１
９
年
を
最
後
に
休
止
し

て
い
た
第
66
回
逗
子
海
岸
花
火

大
会
が
、
５
月
26
日
に
開
か
れ

る
。
約
７
０
０
０
発
の
花
火
が

夜
空
を
彩
り
、
10
万
人
以
上
の

観
客
を
見
込
む
逗
子
市
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
過
去
最
大
の
７
５
０
０
万
円

の
費
用
を
見
込
む
が
、
人
件
費

の
高
騰
な
ど
で
警
備
費
が
は
ね

上
が
り
、
１
０
０
０
万
円
以
上

が
不
足
し
て
い
る
。
市
内
の
事

業
所
２
３
０
カ
所
に
募
金
箱
を

置
い
て
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。

有
料
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上

げ
る
花
火
は
好
評
。
協
賛
企
業

用
の
席
や
、
一
般
用
の
有
料
席

も
設
け
る
予
定
だ
。

　
昭
和
20
年
代
に
創
業
し
た
山

上
輪
業
の
２
代
目
。「
昔
は
輪
っ

ぱ
や
エ
ン
ジ
ン
の
つ
い
た
も
の

な
ら
何
で
も
扱
っ
た
」と
い
い
、

船
外
機
か
ら
車
、
バ
イ
ク
、
自

転
車
ま
で
手
掛
け
た
。
今
は
バ

イ
ク
の
専
門
店
だ
。

　
長
男
と
は
い
え
、
姉
が
３
人

い
る
。
陸
軍
帰
り
の
先
代
良
夫

さ
ん
に
厳
し
く
し
つ
け
ら
れ
、

神
経
質
な
子
ど
も
だ
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
が
高
校
に
入
る
と
い

き
な
り
中
古
で
買
っ
た
７
５
０

㏄
の
バ
イ
ク
に
乗
り
始
め
た
。

「
そ
の
こ
ろ
ク
ラ
ス
の
男
子
の

半
分
は
、
欲
し
い
も
の
が
バ
イ

ク
だ
っ
た
」。
バ
イ
ク
を
い
じ

る
の
も
好
き
で
、
大
学
の
２
部

に
通
い
な
が
ら
店
の
手
伝
い
を

始
め
た
。
卒
業
後
は
親
子
で
切

り
盛
り
し
、
40
歳
の
こ
ろ
代
表

を
引
き
継
い
だ
。
良
夫
さ
ん
は

17
年
前
に
他
界
し
た
。

　
20
代
の
末
か
ら
逗
子
葉
山
青

年
会
議
所
や
逗
子
市
商
工
会
青

年
部
の
活
動
を
始
め
た
。「
商

売
の
つ
な
が
り
で
入
っ
た
け

ど
、
異
業
種
の
集
ま
り
で
も
ま

れ
、
勉
強
に
な
る
。
人
と
の
付

き
合
い
方
や
社
会
が
わ
か
る
」。

商
工
会
の
副
会
長
を
務
め
て
い

た
２
０
１
８
年
、
業
務
が
増
え

て
き
た
観
光
協
会
の
会
長
も
引

き
受
け
た
。

　
観
光
協
会
で
は
毎
月
い
ろ
ん

な
行
事
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

の
２
、３
年
は
人
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
昨
年
10
月
、
こ
れ
も
４
年
ぶ

り
に
逗
子
海
岸
で
「NIGHT 

W
AVE

」
を
開
い
た
。
夕
方

か
ら
夜
に
か
け
て
、
青
い
照
明

で
波
を
輝
か
せ
る
幻
想
的
な
イ

ベ
ン
ト
だ
。
コ
ロ
ナ
前
よ
り
多

く
の
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

　
逗
子
海
水
浴
場
と
リ
ビ
エ
ラ

逗
子
マ
リ
ー
ナ
は
昨
年
、
国
際

環
境
認
証
の
「
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ

グ
」
を
取
得
し
た
。
鎌
倉
市
の

由
比
ガ
浜
海
水
浴
場
、
藤
沢
市

の
片
瀬
西
浜
・
鵠
沼
海
水
浴
場

な
ど
に
続
き
、
国
内
で
６
、７

番
目
。
そ
の
海
で
四
季
を
問
わ

ず
毎
朝
泳
い
で
い
る
。
し
か
も

数
㌔
か
ら
10
㌔
ほ
ど
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
こ
な
し
た
う
え
だ
。

　「
海
か
ら
青
い
空
や
山
や
太

陽
を
眺
め
る
の
が
い
い
。
特
に

朝
日
が
好
き
。
冬
は
泳
い
で
い

る
う
ち
に
次
第
に
明
る
く
な
っ

て
い
く
の
が
気
持
ち
い
い
」。

　
家
族
経
営
で
、
娘
一
人
と
息

子
二
人
は
、
店
を
手
伝
っ
て
い

る
。
65
歳
で
孫
は
７
人
。
仲
間

と
の
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン
グ
も

そ
ろ
そ
ろ
再
開
す
る
。

　「
逗
子
花
火
大
会
の
支
援
の

協
力
を
」

　
　（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

　
鎌
倉
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
ス
ポ
ン
サ
ー
に
、
世
界
で
求
め

ら
れ
て
い
る
人
道
的
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
反
映
し
た
分
野
に
関
連

し
た
、
大
規
模
で
国
際
的
な
活
動
を
支
え
る
た
め
の
「
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
」
の
奨
学
金
を
受
け
て
、
米

国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
・
イ
エ
ー
ル
大
学
大
学

院
に
留
学
し
て
い
る
瀧
波
栄
一
郎
さ
ん
か
ら
の
報
告
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
奨
学
金
で
米
国
留
学

　
　
　

公
共
政
策
学
ぶ
瀧
波
栄
一
郎
さ
ん

世
界
の
国
か
ら

地区ガバナーの Tari Marshall-Day 氏と

現
代
美
術 

買
取
・
販
売

草
間 

彌
生

村
上 

隆　
か
ほ

山
やまかみ

上 良
りょう

さん

４年ぶりに花火大会を開く

逗子市観光協会会長

　鎌倉市中央図書館 (☎ 25･2611) は３月に一般 172冊、
児童書 26 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「アニメ療法（セラピー）－心をケアするエンター
テインメント」パントー・フランチェスコ著（光文社新書）
▼「東大式時間術－「考える時間」はムダだ！」布施川
天馬著　扶桑社 ▼「ドゥテルテ－強権大統領はいかに国
を変えたか」石山永一郎著（角川新書）
　▼「世界を支えるすごい数学－ＣＧから気候変動まで」
イアン・スチュアート著　河出書房新社 ▼「養老先生、
再び病院へ行く」養老孟司著　中川恵一著　エクスナ
レッジ ▼「図書館司書 32 人が選んだ犬の本棚－犬に寄
り添い、犬を掘り起こす 291 冊－」高野一枝編著　郵研
社 ▼「シートン動物記で学ぶ英文法」越前敏弥著　倉
林秀男著　アスク出版▼「川端康成－孤独を駆ける」十
重田裕一著　岩波書店（岩波新書）▼「教養としての俳
句」青木亮人著　ＮＨＫ出版（教養・文化シリーズ）
　▼「牧野富太郎－雑草という草はない」平凡社（別冊
太陽）▼「「おふくろの味」幻想－誰が郷愁の味をつくっ
たのか」湯澤規子著（光文社新書）▼「ものがわかると
いうこと」養老孟司著　祥伝社 ▼「君たちの生存戦略
－人間関係の極意と時代を読む力」佐藤優著　ジャパン
タイムズ出版▼「面白いほどわかる老化の新常識」根来
秀行著　宝島社（TJ　MOOK）
　▼「一生、片づく家になる！－散らからない住まいの
つくり方」水越美枝子著　エクスナレッジ

鎌倉市中央図書館 （３月分）

記
念
館
。
残
さ
れ
た
画
材
類

か
ら
日
本
画
特
有
の
制
作
工

程
や
技
法
、「
新
日
本
画
」
創

作
過
程
を
紹
介
。６
百
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

▼
朝
井
閑
右
衛
門
展

　
６
月
18
日
ま
で
横
須
賀
美

術
館
。
横
須
賀
市
田
浦
や
鎌

倉
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
た
洋

画
家
・
朝
井
の
油
彩
や
水
墨

画
、
素
描
や
代
表
作
「
丘
の

上
」
と
収
集
品
約
２
百
点
。

１
３
０
０
円
。
☎
０
４
６
・

８
４
５
・
１
２
１
１

▼
生
誕
１
１
０
年
　
傑
作
誕

生
・
佐
藤
忠
良

　
７
月
２
日
ま
で
県
立
近
代

美
術
館
葉
山
。彫
刻
家
・
佐
藤

忠
良
の
代
表
作
「
群
馬
の
人
」

の
展
示
と
佐
藤
の
ド
ガ
・
ピ

カ
ソ
な
ど
西
洋
美
術
の
収
集

品
。
１
２
０
０
円
☎
０
４
６

 

・
８
７
５
・
２
８
０
０

▼
吉
村
弘
　
風
景
の
音
　
音

の
風
景

　
９
月
３
日
ま
で
県
立
近
代

美
術
館
鎌
倉
別
館
。
映
像
作

品
や
２
０
１
６
年
に
閉
館
し

た
鎌
倉
館
で
開
館
・
閉
館
時

に
流
れ
て
い
た
サ
ウ
ン
ド
ロ

ゴ
が
７
年
ぶ
り
に
復
活
。

７
百
円
。
☎
22
・
５
０
０
０

▼
あ
こ
が
れ
の
祥
啓
―
啓
書

記
の
幻
影
と
実
像

　
６
月
18
日
ま
で
。
県
立

歴
史
博
物
館
。
鎌
倉
・
建
長

寺
の
祥
啓
に
注
目
し
た
初

の
展
覧
会
。
９
百
円
。
☎

０
４
５
・
２
０
１
・
０
９
２
６

▼
江
の
島
国
際
芸
術
祭

　
５
月
31
日
ま
で
江
の
島
島

内
、
片
瀬
海
岸
地
域
各
所
。

地
元
作
家
の
展
示
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
ガ
ー
デ
ン
演

出
、
シ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど
。
藤
沢
市

観
光
課
☎
０
４
６
６
・
28
・

１
０
０
０

▼
点
訳
者
養
成
初
心
者
講
座

　
５
月
11
日
〜
９
月
28
日
18

時
半
、
木
曜
（
全
15
回
）、

玉
縄
青
少
年
会
館
。２
千
円
。

要
申
込
。
鎌
倉
市
点
訳
赤
十

字
奉
仕
団
夜
間
部
・
木
村
方

☎
45
・
３
５
５
５

▼
第
55
回
慈
善
茶
会

　
５
月
13
日
８
時
半
〜
16

時
、
鎌
倉
大
仏
殿
高
徳
院
。

お
献
茶
式
10
時
。
お
茶
券

１
万
円
。
鎌
倉
青
年
会
議
所

☎
25
・
５
５
３
８

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
５
月

３
・
26
日
８
時
半
〜
14
時
半
。

雑
貨
･
衣
類
･
手
造
り
品
な

ど
約
20
店
。
▽
骨
董
市
27
日

７
時
半
〜
14
時
半
。
※
フ
リ

マ
・
骨
董
市
出
店
者
募
集
中
。

片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４

２ 

・
３
７
７
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

▽
５
月
19
日
17
時
半
〜
18
時

半
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
。
国
際
交
流
な
ど
。

▽
24
日
16
〜
18
時
ソ
ン
ベ
カ

フ
ェ
。
各
子
ど
も
無
料
、
大

人
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
５
百
円
。

要
メ
ー
ル
予
約flatcafe

筆
浮
世
絵
の
名
品
を
紹
介
。

５
百
円
。
☎
22
・
０
７
５
３

▼
清
方
、
鎌
倉
に
住
ま
う
。

　
５
月
17
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
明
治
の
東
京

の
庶
民
生
活
を
描
い
た
作
品

な
ど
清
方
晩
年
の
画
業
を
ス

ケ
ッ
チ
な
ど
と
あ
わ
せ
て

紹
介
。
４
５
０
円
。
☎
23
・

６
４
０
５

▼
中
世
の
祈
り
の
か
た
ち

　
７
月
１
日
ま
で
鎌
倉
歴
史

文
化
交
流
館
。
鎌
倉
市
内
か

ら
出
土
し
た
中
世
の
仏
具
、

仏
像
な
ど
の
資
料
か
ら
人
々

が
ど
の
よ
う
に
仏
に
願
っ
て

い
た
の
か
を
紹
介
。４
百
円
。

☎
73
・
８
５
０
１

▼
紅
月
劇
団
公
演

　「
実
朝
　Cosmology

」

　
５
月
20
日
15
時
半
・
18
時
、

21
日
12
時
半
・
15
時
半
、
長

谷
別
邸
。
歌
人
で
予
知
能
力

を
持
っ
て
い
た
と
も
言
わ
れ

る
源
実
朝
が
見
つ
め
て
い
た

も
の
と
は
。石
倉
正
英
さ
ん
、

飯
塚
直
さ
ん
（
ふ
え
・
コ
エ

他
）ら
の
出
演
で
。
３
千
円
、

中
学
生
以
下
１
５
０
０
円
。

紅
月
劇
団
☎
０
９
０
・
８
５

１
１
・
６
８
６
５

▼
Ｂ
Ｏ
Ｗ
シ
リ
ー
ズ
の
全
貌

―
没
後
30
年
川
喜
多
和
子
が

愛
し
た
映
画

　
６
月
25
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
80
〜
90
年
代
に

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
ブ
ー
ム
の
一

翼
を
担
っ
た
フ
ラ
ン
ス
映
画

社
の
古
典
的
か
ら
新
世
代
を

紹
介
す
る
Ｂ
Ｏ
Ｗ
（Best 

fi lms Of the W
orld

）
シ

▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
％
× 

ピ

ア
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
％
in
鎌
倉

　
５
月
14
日
13
時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
作
曲
家
の
作
品
に

対
す
る
熱
量
・
繊
細
さ
・
大

胆
さ
を
表
現
す
る
。
リ
ス
ト

「
愛
の
夢
」「
ラ
・
カ
ン
パ
ネ

ラ
」
な
ど
。
前
売
り
２
５
０

０
円
。
ス
パ
シ
ー
バ
☎
０
９

０
・
６
５
６
８
・
３
８
５
３

▼
懐
か
し
き
昭
和
を
歌
う

　
５
月
28
日
14
時
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｎ
Ａ
Ｎ
喃
の
風
（
藤
沢
市
鵠

沼
橋
１
―
９
―
10
）
。
２
代

目
松
原
操
さ
ん
が
昭
和
の
名

曲
を
お
客
様
と
一
緒
に
歌

う
。
茶
菓
付
き
５
千
円
。
谷

光
方
☎
０
９
０
・
３
８
０
２

 

・
２
７
６
０

▼
古
城
都
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
５
月
28
日
14
時
、
か
わ
せ

み
の
家
（
逗
子
市
沼
間
２
―

23
―
24
）。元
宝
塚
月
組
ト
ッ

プ
ス
タ
ー
と
大
島
春
生
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
で
愛
の
讃
歌
他
。

５
千
円
。
桐
ケ
谷
方
☎
０
４

６
・
８
７
１
・
３
２
６
２

▼
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
名
曲
の

饗
宴

　
６
月
３
日
13
時
・
15
時
半
、

藤
沢
リ
ラ
ホ
ー
ル
。
湘
南

エ
ー
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
若

手
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
松
本

紘
佳
さ
ん
ら
の
オ
ー
ル
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
。「
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
の

た
め
の
協
奏
交
響
曲
」な
ど
。

３
千
円
、学
生
２
千
円
。☎
０

８
０ 

・
７
３
８
３ ・
７
６
１
７

▼
北
斎
と
肉
筆
　
浮
世
絵
の

美
―
氏
家
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
５
月
７
日
ま
で
鎌
倉
国
宝

館
。
美
人
画
を
中
心
に
、
葛

飾
北
斎
、
菱
川
師
宣
ら
の
肉

●
月
が
語
る
多
彩
な
想
い

　
５
月
。田
植
え
時
の
水
田
。

水
面
に
は
青
空
が
映
り
、
風

が
小
波
を
立
て
て
走
り
、
夜

に
は
月
が
水
に
浮
く
。

　
こ
こ
は
長
野
・
千
曲
市
。

中
央
を
千
曲
川
が
流
れ
る
。

見
渡
せ
ば
な
だ
ら
か
な
冠

か
む
り
き着

山や
ま、
古
く
は
姥
お
ば
す
て
や
ま

捨
山
と
呼
ば

れ
、
山
頂
に
は
月
の
神
を
祀

る
神
社
も
あ
る
。

　
名
高
い
の
は
千
曲
川
、
右

岸
の
鏡
見
台
に
昇
る
月
。
緩

斜
面
に
は
１
５
０
０
程
の
棚

田
の
水
面
が
月
の
光
を
映
し

出
す
。
そ
の
澄
ん
だ
月
は
古

今
集
に
も
詠
ま
れ
観
月
の
名

所
と
讃
え
ら
れ
た
。
こ
の
地

は
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
た

め
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て

い
た
。
江
戸
期
、
芭
蕉
も
こ

の
地
の
伝
説
、
姨
捨
説
話
に

因
む
句
を
残
し
て
い
る
。

　
ま
た
旅
の
絵
師
・
広
重
は

名
所
図
会
図
絵
の
一
つ
と
し

て
鏡き

ょ
う
だ
い
さ
ん

見
台
山
に
昇
る
月
が
棚

田
に
映
る
姿
を「
田た

ご
と毎

の
月
」

と
称
し
描
て
い
る
。

　
大
小
の
棚
田
、
そ
れ
ぞ
れ

に
月
を
描
い
た
。
現
実
に
は

佐
伯
　
仁

77

な
い
光
景
だ
が
、
田
毎
の
月

の
イ
メ
ー
ジ
は
広
ま
っ
た
。

　
現
在
、
そ
の
名
月
は
JR
篠

ノ
井
線
・
姨
捨
駅
か
ら
も
眺

め
ら
れ
「
日
本
鉄
道
三
大
車

窓
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
る
。

　
月
は
秋
の
季
語
だ
が
、
月

が
語
る
物
語
は
四
季
を
越
え

人
に
多
彩
な
想
い
を
今
も
生

き
生
き
と
伝
え
、
語
り
継
が

れ
て
い
る
。

　
お
も
か
げ
や
姨お

ば
ひ
と
り

　
泣
く
月
の
友
　
　
芭
蕉

今
も
昔
も
「
田
毎
の
月
」

リ
ー
ズ
を
牽
引
し
た
川
喜
多

和
子
が
愛
し
た
作
品
を
振
り

返
る
。
２
百
円
。
鎌
倉
市
民

無
料
。
▽
関
連
上
映
　
５
月

16
日
10
時
、17
・
19
・
21
日
13

時
半
、「
木
靴
の
樹
」21
日
10

時
半
、16
・
18
・
20
日
14
時

「
ブ
リ
キ
の
太
鼓
」30
日
10

時
半
、31
日
・
６
月
２
・
４
日

14
時
「
ミ
ツ
バ
チ
の
さ
さ
や

き
」30
日
・
６
月
１
日
14
時
・

４
日
10
時
半
「
東
京
画
」　

各
千
円
、小
中
学
生
５
百
円
。

☎
23
・
２
５
０
０

▼
春
の
新
収
蔵
品
展
　
光
明

の
巨
人
　
山
崎
辨
榮
上
人

　
５
月
28
日
ま
で
長
谷
寺
の

観
音
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
鎌
倉

在
住
者
寄
贈
の
辨べ

ん
ね
い
し
ょ
う
に
ん

榮
上
人
の

書
と
仏
画
を
、
新
収
蔵
品
展

と
し
て
公
開
。３
百
円
。（
拝

観
料
別
）
☎
22
・
６
１
０
０

▼
山
口
蓬
春
・
新
日
本
画
の

描
き
方

　
６
月
４
日
ま
で
山
口
蓬
春

塔
所
・
正
統
院
を
特
別
拝
観

　
６
月
７
・
９
・
12
・
14
日

９
時
半
、
北
鎌
倉
駅
東
口
集

合
。
約
２
㎞
。

　
各
７
百
円
。
交
通
費
、
拝

観
料
等
別
。HP
か
ら
要
申
込
。

☎
24
・
６
５
４
８

▼
第
23
回
鎌
人
い
ち
場

　
５
月
21
日
９
〜
16
時
、
鎌

倉
海
浜
公
園
由
比
ガ
浜
地

区
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
物

販
・
飲
食
店
の
出
店
な
ど
。

鎌か
ま
ん
ど

人
い
ち
場
実
行
委
主
催
。

▼
大
船
ま
つ
り

　
５
月
21
日
９
〜
16
時
、
大

船
駅
東
口
周
辺
地
域
。
雨
天

中
止
。
パ
レ
ー
ド
、模
擬
店
、

フ
リ
マ
、
コ
ン
サ
ー
ト
。
消

防
・
警
察
車
両
展
示
な
ど
。

実
行
委
☎
44
・
４
５
１
１

▼
か
ま
く
ら
シ
ニ
ア
健
康
大
学

　
５
月
24
日
10
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。「
フ
レ
イ

ル
予
防
で
健
康
長
寿
」。鎌
倉

市
在
住
者
対
象
。要
申
込
。市

民
健
康
課
☎
61
・
３
９
７
７

▼
第
22
回
鎌
倉
ビ
ー
チ
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
３

　
５
月
27
日
10
〜
16
時
半
・

28
日
10
〜
16
時
、
由
比
ガ
浜

海
岸
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ビ
ー

チ
ラ
イ
ブ
、
模
擬
店
な
ど
。

実
行
委
☎
23
・
２
５
６
１

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

▽
コ
ン
サ
ー
ト
５
月
７
日
南

米
の
民
族
音
楽
、
21
日
弦
楽

四
重
奏
。
各
11
・
14
時
。
無

料
。
▽
バ
ラ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

Ａ
18
日
13
時
半
。
Ｂ
24
日
13

時
半
。
Ａ
２
日
、
Ｂ
９
日
ま

で
に
申
込
。
各
無
料
。
▽
バ

ラ
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

20
日
10
時
。
２
５
０
０
円
。

６
日
ま
で
申
込
。
▽
バ
ラ
の

夜
間
開
園
20
・
21
・
27
・
28

日
20
時
ま
で
。
▽
日
本
の
自

生
ア
ジ
サ
イ
展
　
５
月
23
〜

28
日
鎌
倉
ア
ジ
サ
イ
同
好
会

の
約
２
５
０
品
種
３
２
０
鉢

を
展
示
。
入
園
料
４
百
円
。

☎
46
・
２
１
８
８

▼
第
87
回
円
覚
寺
夏
期
講
座

　
６
月
２
〜
４
日
。
▽
午
前

横
田
南
嶺
管
長
の
「
信
心
銘

提
唱
」
の
あ
と
、
２
日
「
常

勝
集
団
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」

帝
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
局
局

長
・
岩
出
雅
之
さ
ん
、
３
日

「
禅
宗
に
お
け
る
師
と
弟
子

の
間
」
駒
沢
大
学
総
合
教
育

研
究
部
教
授
・
小
川
隆
さ
ん
、

４
日「
感
謝
の
プ
ラ
ス
思
考
」

落
語
家
・
三
遊
亭
圓
歌
さ
ん

▽
午
後
　
精
進
料
理
の
昼

食
、仏
殿
祈
祷
会
、特
別
拝

観
、坐
禅
会
な
ど
。各
日
午
前

の
み
２
千
円
、一
日
１
万
円
。

要
申
込
。☎
22
・
０
４
７
８

kam
akura@gmail.com

渡
邉
方
☎
０
９
０
・
５
１
９

９
・
１
６
５
４

▼
北
鎌
倉
･
台
峯
の
緑

し
ぜ
んを

と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
５
月
20
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
21
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
初
夏
の
和
賀
江
島
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
・
イ
ベ
ン
ト

　
５
月
21
日
10
時
半
〜
12

時
、
和
賀
江
島
（
材
木
座
海

岸
東
端
）。
材
木
座
自
治
連

合
会
・
菅
野
方tedkanno.

job@gmail.com
▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
　
古
都

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

Ａ
村
岡
の
歴
史
と
未
来
を
巡

る
―
二
伝
寺
特
別
開
扉
で
鎌

倉
仏
・
聖
観
音
拝
観
　
５
月

18
・
22
・
24
・
26
日
９
時
半
、

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
湘
南
深
沢

駅
集
合
。
約
５
・
５
㎞
。

Ｂ
大
型
石
造
物
が
語
る
鎌
倉

を
知
る
―
内
藤
家
墓
地
（
光

明
寺
）
特
別
拝
観
　
５
月
29

・
31
日
９
時
半
、
鎌
倉
駅
西

口
時
計
台
集
合
。
約
４
㎞
。

Ｃ
緑
陰
に
、
建
長
寺
の
徳
川

時
代
を
知
る
―
高
峰
顕
日
の

第
72
回
実
朝
祭
短
歌
大
会

　
８
月
９
日
鶴
岡
八
幡
宮
で
催
さ
れ
る
第
72
回
実
朝
祭
短
歌

大
会
の
作
品
を
募
集
。
県
歌
人
会
主
催
。

　【
応
募
方
法
】
未
発
表
の
歌
１
首
に
住
所
、
氏
名
、
☎
、

出
詠
料
（
定
額
小
為
替
で
会
員
千
円
・
一
般
１
５
０
０
円
）

と
一
緒
に
鎌
倉
市
津
１
０
４
０
―
58
島
晃
子
さ
ん
へ
。

　【
締
切
】
５
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　【
賞
】
鶴
岡
八
幡
宮
賞
、
県
知
事
賞
、
鎌
倉
朝
日
賞
な
ど
。

　
　
北
島
方
☎
０
８
０
・
１
１
２
１
・
８
０
０
０

　
鎌
倉
バ
ラ
会
（
渡
邊
治
道

会
長
・
会
員
約
30
人
）
の
70

周
年
記
念
春
の
展
示
会
が
５

月
13
・
14
の
両
日
、
鎌
倉
芸

術
館
で
開
か
れ
る
。

　
会
員
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
鉢
物
や
切
り
花
、
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
な
ど
約
30
点
を
紹

介
。
特
別
出
品
で
休
館
中
の

鎌
倉
文
学
館
の
バ
ラ
の
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
も
。

問
合
せ
世
話
人
・
梶
典
彦
さ

ん
☎
45
・
７
３
２
２

春
の
展
示
会
を
芸
術
館
で

鎌
倉
バ
ラ
会
70
周
年
記
念

　
６
月
２
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
作
曲
家
八
洲
秀
章
の

次
男
で
俳
優
の
沢
木
順
さ
ん

が
八
洲
の
名
曲
を
歌
い
継
ぐ

コ
ン
サ
ー
ト
。

　
加
藤
登
紀
子
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
「
百
万
本
の
バ
ラ
」「
知

床
旅
情
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲

や
、
有
馬
聡
一
朗
、
松
村
美

和
子
さ
ん
ら
と
、
す
ず
か
け

児
童
合
唱
団
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
メ
ロ
デ
ィ
を
。
３
５
０
０

円（
同
館
で
販
売
）。
オ
フ
ィ

ス
サ
ワ
キ
☎
44
・
４
４
０
１

「
さ
く
ら
貝
の
歌
」
コ
ン
サ
ー
ト

　
５
月
７
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

　
創
立
77
年
目
の
長
い
歴
史

あ
る
音
楽
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

　
松
本
裕
香
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
で
萩
京
子「 A Forest

「
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

た
め
の
」
第
１
・
２
楽
章
」、

安
藤
美
佳
さ
ん
の
ヴ
ィ
オ
ラ

と
塩
田
加
寿
子
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
で
山
田
耕
作「
ロ
マ
ン
ス
」

な
ど
。
ソ
プ
ラ
ノ
や
チ
ェ
ロ

も
。
１
５
０
０
円
。

　
齊
藤
方
☎
０
８
０
・
６
３

８
２
・
９
４
１
０

春
の
コ
ン
サ
ー
ト

鎌
倉
音
楽
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る

　
６
月
26
日
13
時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。

　
来
年
の
同
会
（
鎌
倉
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
設
立
60

周
年
の
プ
レ
記
念
事
業
で
、

元
大
相
撲
力
士
・
豊
ノ
島
大

樹
さ
ん
の
講
演
と
元
双
葉
山

関
の
孫
娘
・
穐
吉
次
代
さ
ん

の
四
股
体
操
。
無
料
。

　
60
歳
以
上
の
市
民
対
象
。

申
込
は
、
会
員
は
同
会
に
直

接
、
会
員
以
外
は
往
復
ハ
ガ

キ
で
小
袋
谷
２
―
14
―
43

赤
井
慶
子
宛
て
に
22
日
ま

で
。
問
合
せ
赤
井
方
☎
45
・

０
４
３
７

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
プ
レ
60
周
年
記
念

元
関
脇 

豊
ノ
島
の
講
演

松本紘佳さん
ピアノ
川村祥子さん

実朝の歌碑

「たててみよう！
　小さな木のおうち」

参加者
募　集

　子どもたちに
森や木に親しん
でもらおうと、
（一社）木和堂が、
「鎌倉・みんな
のけんちく学校」
を開催する。
　建築家や職人と設計、模型、建具や土壁づ
くりなどを体験し、最後に「小さなおうち」
を組み立てる。丹沢で林業・製材見学も。
　小学３年以上対象。
　５～ 12 月（月１回）全８回、55,000 円。
　申込・問合せ：木和堂
　Email：pj.kamakura@gmail.com

袖
壁
塗
り


